
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
国
連

憲
章
に
違
反
す
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

立
花
俊
治

市
議
は
、
議

会
の
合
間
を

ぬ
っ
て
侵
略

反
対
を
訴
え

て
い
ま
す
。

11
日
朝
、

土
山
駅
前
で

播
磨
町
議
と

共
に
「
平
和

を
守
れ
」
と

訴
え
。

平
岡
９
条
の
会
は
、
毎
月
９
日
に
、

「
憲
法
変
え
る
な
、
９
条
守
れ
」
と
訴
え

て
、
署
名
行
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

３
月
９
日
に
も
、
東
加
古
川
駅
北
口
で

署
名
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
７
人

の
会
員
が
行
動
に
参
加
、
署
名
は
９
筆
集

ま
り
ま
し
た
。

改
憲
の

動
き
は
強

ま
っ
て
お

り
、
平
和

憲
法
守
れ

の
運
動
を

強
め
ま
し
ょ

う
。

東
加
古
川
の

駅
前
に
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
抗

原
検
査
キ
ッ
ト

の
自
動
販
売
機

が
出
来
て
い
ま

す
。
（
左
写
真
）

【
寄
せ
ら
れ
た
要
望
二
題
】

高
畑
の
「
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
・
コ
ス

モ
ス
」
沿
い
の
道
路
で
は
、
深
さ
1.3

ｍ
の
側
溝
に
柵
が

無
く
、
歩
行
や
自

転
車
で
の
通
行
に

不
安
を
感
じ
る
。

安
全
な
通
行
の
為

に
、
落
下
防
止
柵

の
設
置
を
し
て
く

だ
さ
い
。

城
の
宮
で
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
人

か
ら
、
車
道
と
歩
道
の
段
差
で
車
い

す
が
通
り
づ
ら
い
、

段
差
を
解
消
し
て

欲
し
い
と
の
要
望

も
。立

花
市
議
が
現

地
を
調
査
し
、
担

当
課
に
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

仕
事
の
こ
と
や
子
ど
も
の
こ
と
で
落
ち

込
ん
で
い
た
と
き
で
し
た
。
何
気
な
く
見

た
写
真
に
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
屋
根

に
も
横
に
も
人
が
い
っ
ぱ
い
乗
っ
て
い
る
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
列
車
の
写
真
で
し
た
。

「
赤
旗
」
日
曜
版
の
写
真
の
ペ
ー
ジ
の
一

枚
で
す
。

頑
張
っ
て
必
死
に
生
き
て
い
る
人
び
と

の
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
「
自
分
の
悩

み
が
い
か
に
小
さ
い
か
！
」
と
思
い
知
ら

さ
れ
、
自
然
と
涙
が
出
て
き
た
の
で
す
。

と
同
時
に
、
『
よ
し
頑

張
ろ
う
』
と
、
自
分
が

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
の
が
不
思
議
な

く
ら
い
で
し
た
。

そ
の
写
真
は
、
今
も

目
の
届
く
所
に
置
い
て

い
ま
す
。

（
緑
ヶ
丘
・
神
吉
）

東
加
古
川
公
民
館
移
設

東
加
古
川

公
民
館
は
４

月
１
日
一
色

三
ツ
池
の
市

民
病
院
跡
地

に
移
転
し
ま

す
。

１
９
７
３
年

（
昭
和
48
年
）

７
月
29
日
中

部
中
学
校
校

区
公
民
館
と

し
て
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
前
年
に
平
岡
中
学
校
が

開
校
し
て
い
ま
し
た
が
ま
だ
３
年
生
は

中
部
中
学
校
に
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

初
代
清
川
館
長
は
青
少
年
活
動
を
重

視
し
て
少
年
団
指
導
者
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
研
修
会
な
ど

数
多
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
少
年
団
活
動
は
活
発
で
キ
ャ

ン
プ
や
球
技
大
会
、
隊
行
事
と
大
部
分

の
子
供
達
が
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。当

時
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
方
は
町

内
で
多
数
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
民

館
の
行
事
に
は
近
隣
の
野
口
町
平
岡
町

の
子
供
達
が
多
数
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

山
の
上
の
小
さ
な
地
域
博
物
館
館
長

木
戸
久
裕

コ
ロ
ナ
は
減
少
傾
向

で
す
が
、
高
止
ま
り
の

懸
念
は
消
え
ま
せ
ん
。

悪
慣
れ
で
、
第
５
波

の
最
高
の
数
倍
、
万
単
位
の
感
染
が
続
い

て
も
、
な
ん
だ
か
収
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う

な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま
す
。

油
断
大
敵
。
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

平
岡
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かこむ２階会議室A

４ 月 1８ 日（火）

18 時15 分～

ご案内

なんでも無料法律相談会

党市議団と弁護士が対応します

申し込みは立花議員へ

☎ 090-5127-4316

と き

ところ

平
岡
９
条
の
会
が
憲
法
署
名

コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ
ト
自
販
機

維新は「身を切る改革」を叫びながら政党助成金（税金）は受け取

り続けています。年間３２０億円にのぼる政党助成金は国会議員の約

４００人分の給与に匹敵します。これを廃止すれば、議員定数の削減

などしなくて済みますが、彼らは一言も言いません。

日本維新の会の収入の実に約８割は政党助成金です。民意を切って

おいて、わが身は税金でふとらせているのです。「納税者のための改

革」といいながら、カジノ誘致のためには会場予定地の土壌汚染・液

状化対策に７９０億円の公金を注ぎ込んでいます。維新の「改革」っ

てだれのためなのでしょうか。

維新の自慢のひとつは「退職金ゼロ」。退職金は廃止しますが、そ

のウラで、知事の退職金６２８万８千円を４８ヶ月（１期４年）で割

り、その分を毎月の給料に上乗せしています。その結果、年２回の一

時金は毎月の給与をもとに算定するため増額となり、受け取る総額は

約３４８万円増えるというカラクリです。

維新のもうひとつの売り物は議員定数の削減です。１回目は、府議

会の定数を１０９から８８に減らし、小選挙区を６割。今回は定数を

７９に減らし、小選挙区を７割としました。これが「身を切る改革」

だというのですが、切っているのは多様な民意です。

あなたの疑問にお答えします

維新の身を切る改革 嘘・本当

一
枚
の
写
真
で
元
気
に

投
稿

ロ
シ
ア
は
侵
略
止
め
よ

短
歌
投
稿

気
が
つ
け
ば
マ
ン
サ
ク
の
花
咲
き
そ
ろ
い

車
椅
子
の
人
ス
マ
ホ
で
パ
チ
リ

城
の
宮

大
中

肇
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